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「
清
水
」
と
い
う
地
域
名
は
実

は
そ
う
古
く
な
く
、
近
年
に
な

っ
て
生
ま
れ
た
新
し
い
呼
称

で
、
そ
れ
以
前
は
服
部
村
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。明
治
２２
年

町
村
制
の
施
行
に
伴
い
服
部

村
に
近
隣
の
真
上
、
原
、
萩
谷

の
４
ケ
村
が
合
併
し
て
出
来

た
新
し
い
村
の
名
称
で
す
。 

塚
脇
バ
ス
停
辺
り 

バ
ス
停
は
、
摂
津
峡
大
通
に
有

り
南
を
見
る
と
広
々
と
し
た

田
畑
が
展
望
で
き
、
昔
は
冬
場

寒
天
の
天
日
干
し
が
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
芥
川
の
西
之

川
原
橋
の
た
も
と
に
昔
の
寒

天
工
場
の
建
物
が
見
え
ま
す
。 

塚
脇
の
集
落
の
迷
路
の
よ

う
な
小
径
を
抜
け
て
ゆ
く
。 

｢

黄
金
の
里｣

と
い
う
名
の

介
護
施
設
横
を
通
る
と
道
幅

も
少
し
狭
く
な
り
両
側
の
竹

藪
を
通
り
三
好
山
へ
と
進
む
。 

 

竜
神
王
神
社
鳥
居 

三
好
山
へ
の
入
り
口
と
は

反
対
側
に
小
さ
な
木
製
の
鳥

居
が
あ
る
。
地
元
の
人
も
あ
ま

り
知
ら
な
い
が
、
急
な
坂
道
を

降
り
て
行
く
と
竜
神
王
神
社

の
本
殿
が
あ
る
。 

本
殿
の
前
は
急
な
断
崖
で
そ

の
下
に
摂
津
峡
の
川
が
流
れ

て
い
て
い
る
。
本
堂
は
建
て
変

え
ら
れ
て
新
し
い
。
本
尊
は
大

き
な
石
の
碑
と
な
っ
て
い
る
。 

神
社
の
名
前
は
何
処
に
も
書

い
て
な
い
。 

三
好
山 

三
好
山
は
、
三
方
を
芥
川
に

囲
ま
れ
、
残
る
一
方
は
断
崖
と

な
っ
て
お
り
、
山
そ
の
も
の
が

難
攻
不
落
の
砦
と
な
っ
て
、
天

然
の
要
害
を
も
つ
芥
川
山
城

跡
が
あ
り
ま
す
。 

芥
川
山
城
跡 

約
五
百

Ｍ
四
方

に
展
開

す
る
戦

国
時
代

屈
指
城

郭
で
す
。

け
わ
し

い
地
形

を
巧
み

に
利
用
し
て
土
橋
や
土
塁
・
石

垣
を
随
所
に
構
築
し
、
最
高
所

に
主
郭
、
防
御
正
面
に
追
手

（
大
手
）
を
配
置
し
た
壮
大
な

つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

三
島
平
野
の
最
奥
部
に
位

置
し
、
芥
川
越
し
に
淀
川
流
域

を
一
望
で
き
る
城
構
え
は
、
実

践
に
対
応
す
る
山
城
の
面
目

躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

１６
世
紀
前
半
（
永
正
年
間
）

に
、
室
町
幕
府
の
管
領
、
細
川

高
国
配
下
の
能
勢
氏
が
西
国

勢
と
北
摂
武
士
団
へ
の
備
え

と
し
て
築
い
た
城
砦
に
は
じ

ま
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
本
格
的

な
山
城
と
な
っ
た
の
は
、
天
文

２２
年
（1553

）、
阿
波
徳
島
か

ら
攻
め
上
が
っ
て
き
た
三
好

長
慶
が
管
領
細
川
晴
元
を
擁

し
入
城
し
た
と
き
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
長
慶
は

晴
元
を
追
放
、
永
禄
３
年

（1560

）
に
、
河
内
飯
盛
城
（
四

条
畷
市
・
大
東
市
）
に
移
る
ま

で
、
こ
の
地
を
本
拠
に
畿
内
近

国
八
か
国
を
支
配
し
ま
し
た 

塚
脇
Ｆ
１
号
古
墳 

Ｆ
１
号
墳
は
、
妙
力
寺
境
内

の
一
角
に
、
２０
ｍ
円
墳
で
塚
脇

古
墳
群
で
は
最
大
、
そ
の
横
穴

式
石
室
は
普
通
よ
り
幅
も
面

積
も
使
用
さ
れ
た
石
材
も
大

き
く
、
立
派
な
古
墳
。
石
室
か

ら
は
、
豪
華
な
馬
具
や
武
器
、

ガ
ラ
ス

玉
や
耳

飾
り
等

の
装
飾

品
が
出

土
し
て

い
る
。 

服
部

連
塚

は
っ
と
り
の
む
ら
じ
づ
か 

６
世
紀
中
頃
に
作
ら
れ
た
直

径
１４
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
２
・
５

メ
ー
ト
ル
の
横
穴
式
石
室
を

も
つ
円
墳
で
す
。
全
国
の
織
部

（
機
織
り
を
職
と
し
た
人
々

の
集
団
）
を
統
率
し
た
服
部
連

の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

形
は
小

さ
な
丘

の
よ
う

に
土
が

盛
り
上

が
っ
て

お
り
、

そ
の
周
り
に
は
木
が
生
い
茂

っ
て
い
ま
す
。
木
の
中
に
は
地

面
か
ら
根
が
隆
起
し
、
幹
が
太

く
た
く
ま
し
い
も
の
も
あ
り
、

年
月
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。    

応
神
天
皇
の
西
暦
３
８
２

年
、
朝
鮮
か
ら
生
糸
に
よ
る
絹

織
物
を
伝
え
、
植
物
繊
維
か
ら

織
物
を
織
る
方
法
以
外
は
知

ら
な
か
っ
た
我
が
国
の
機
業

界
を
一
変
さ
せ
た
。 

こ
の
辺
り
の
服
部
と
い
う

地
名
は
「
は
た
お
り
べ
」
に
由

来
し
て
い
る
と
い
う
。 

神
服
神
社 

神
服
神
社
は
、『
延
喜
式
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
律
令
時

代
の
神
社
で
す
。 

こ
の
地
は
、
奈
良
時
代
、
摂
津

国
島
上
郡
服
部
郷
に
あ
た
り
、

「
服
部
連
」
の
本
拠
地
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
世
紀

前
半
に
、
機
織
り
の
織
部
が
各

地
に
多
数
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
朝
廷
は
管
理
者
を
お

き
ま
し
た
。
管
理
者
は
や
が
て

「
服
部
（
は
と
り
べ
）」
と
呼

ば
れ
、
諸
国
の
織
部
の
総
領
と

し
て
「
服
部
連
」
の
姓
を
賜
り

ま
し
た
。 

 

清
水
地
区
の
歴
史  

講
師 

大
阪
歴
史
学
会
会
員 

 
 
 
 

古
藤 

幸
雄 

先
生 

 

先
生
は
、”
清
水
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設
十
周
年

記
念
誌
”
の
主
要
部
分
で
あ
る

「
清
水
地
区
の
歴
史
」
を
執
筆

さ
れ
て
居
ら
れ
ま
す
。 

 

先
生
に
は
、
特
別
の
資
料
を

作
っ
て
頂
き
、
短
時
間
に
、
身

近
な
話
を
織
り
込
み
、
順
序
立

て
て
内
容
深
い
講
義
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

清
水
地
区
の
歴
史
そ
の
も

の
が 

高
槻
の
歴
史
で
は
と
感

じ
た
し
だ
い
で
す
。
が
、
歴
史

あ
る
地
名
が
学
校
・
交
差
点
・

バ
ス
停
等
に
し
か
残
っ
て
い

な
い
の
に
何
か
寂
し
い
思
い

が
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
11

月
に2

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。。 

 

こ
れ
を
祝
し
て
頂
く
か
の

よ
う
な
内
容
の
あ
る
講
義
を

し
て
頂
き
重
ね
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 
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12月度行事予定 
“山崎道（西国街道）を散策：芥川町” 

月  日：平成18年12月21日（木）  

集合場所：JR 高槻駅改札出口 １３：００集合 

順  路：芥川一里塚 → 教宗時 → 芥川公民館 → 

芥川城跡 → 環境科学センター → 芥川桜堤公園 

 

1月度行事予定 
“国道１７１号線沿い：工場地帯” 

月  日：平成１９年１月１８日（木）  

集合場所：ＪＲ 摂津富田駅改札出口 １２：５０集合 

順  路：ＪＲ 摂津富田駅 → 明治製菓→ 高槻社会保険

健康センター→ スポーツセンター→ ＪＲ 摂津富田駅 

 

 


